
【早坂大輔】 

早坂 大輔 (Daisuke Hayasaka) - マイポータル - researchmap 

山口大学 共同獣医学部 獣医学科 獣医微生物学教室 (yamaguchi-u.ac.jp) 

 

・研究のキーワード 

人獣共通感染症、アルボウイルス感染症、マダニ、ケニア、バイオセーフティ 

 

・研究テーマ 

○重症熱性血小板減少症候群（SFSF）ウイルスの病原性解析 

SFTS はヒトで 30%に及ぶ致死率を示すマダニ媒介性のウイルス感染症ですが、ネコや

イヌ等の動物でも感染、発症が報告されています。特に、ネコでは致死率が 60％に及び

動物種により感染性、病原性の違いが考えられています。そこで、種々の野生動物や家畜、

伴侶動物の培養細胞系を確立し、感染性や増殖性を解析しています。 

また、感染マウスモデルを用いて、病原性の異なるウイルス株による病原性の解析を進

めています。 

○マダニ媒介ウイルスの疫学調査 

○ケニアにおける人獣共通感染症、家畜感染症の疫学調査 

ケニアに分布するマダニ種からウイルスおよび他の病原体の検出、分離を行っていま

す。また、家畜、伴侶動物、野生動物等を対象に、種々のウイルス感染状況の把握を目的

として血清疫学調査を行っています。 

○ウイルス性脳炎の重症化機序の解析 

日本脳炎ウイルスやダニ媒介性脳炎ウイルス感染における病態発現機序の解析や免疫

応答、脳炎の重症化に関わる宿主側およびウイルス側の要因について、マウスモデル等を

用いた解析を行っています。 

○ウイルスの不活化に関する研究 

病原性ウイルスを対象に、消毒薬やアルコール、酸、紫外線等の不活化効果の検証と方

法の確立を進めています。また、温度、湿度、時間、凍結融解等の条件による感染性ウイ

ルスの安定性についても検証を行っています。 

 

・共同研究に向けたアピールポイント 
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